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第
十
条

情
報
の
秘
密
性

１

こ
の
協
定
に
従
っ
て
入
手
し
た
い
か
な
る
情
報
も
、

秘
密
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
し
、
か
つ
、
情

報
を
入
手
し
た
税
関
当
局
の
属
す
る
国
の
法
令
に
基
づ

き
同
種
の
情
報
に
与
え
ら
れ
て
い
る
保
護
と
少
な
く
と

も
同
程
度
の
保
護
が
与
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
情
報
を

提
供
し
た
税
関
当
局
が
当
該
情
報
の
開
示
に
事
前
の
同

意
を
与
え
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

こ
の
条
の
規
定
は
、
情
報
を
入
手
し
た
税
関
当
局
の

属
す
る
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

限
度
に
お
い
て
、
情
報
が
使
用
さ
れ
、
又
は
開
示
さ
れ

る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
当
該
税
関
当
局
は
、
可
能
な
限

り
、
情
報
を
提
供
し
た
税
関
当
局
に
対
し
そ
の
開
示
に

つ
い
て
事
前
に
通
報
す
る
。

３

各
税
関
当
局
は
、
秘
密
の
保
持
又
は
情
報
の
使
用
目

的
の
制
限
に
関
し
て
自
己
が
要
請
す
る
保
証
を
他
方
の

税
関
当
局
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
他

方
の
税
関
当
局
に
提
供
す
る
情
報
を
限
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。第

十
一
条

支
援
を
提
供
す
る
義
務
の
例
外

１

被
要
請
当
局
の
締
約
国
政
府
は
、
要
請
さ
れ
た
支
援

が
そ
の
国
の
主
権
、
安
全
、
公
共
政
策
そ
の
他
の
重
大

な
利
益
を
侵
害
す
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
支
援
を
行

う
こ
と
を
拒
否
し
、
又
は
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る

場
合
に
の
み
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

要
請
当
局
は
、
同
様
の
要
請
が
他
方
の
税
関
当
局
に

よ
り
行
わ
れ
た
な
ら
ば
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
は
、
要
請
の
中
で
そ
の
事
実
に
つ
い
て
注

意
を
喚
起
す
る
。
そ
の
よ
う
な
要
請
に
基
づ
く
支
援
の

実
施
は
、被
要
請
当
局
の
裁
量
に
完
全
に
委
ね
ら
れ
る
。

３

被
要
請
当
局
は
、
要
請
さ
れ
た
支
援
の
実
施
が
現
に

行
わ
れ
て
い
る
調
査
、
訴
追
又
は
手
続
を
妨
げ
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
当
該
支
援
の
実
施
を
延
期
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
被
要
請
当
局
は
、
一
定

の
条
件
を
付
す
る
こ
と
に
よ
り
支
援
を
行
う
可
能
性
に

つ
い
て
判
断
す
る
た
め
、
要
請
当
局
と
協
議
す
る
。

４

要
請
さ
れ
た
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
要
請
当
局
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
通
報
さ

れ
る
も
の
と
し
、
当
該
要
請
に
つ
い
て
支
援
の
延
期
又

は
拒
否
の
理
由
を
記
し
た
書
面
を
受
領
す
る
。

第
十
二
条

技
術
協
力

１

両
税
関
当
局
は
、
次
の
も
の
を
含
む
税
関
に
係
る
事

項
に
つ
い
て
、
自
己
の
権
限
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
可

能
な
資
源
の
範
囲
内
で
、
技
術
協
力
を
相
互
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

æ

相
互
の
技
術
に
関
す
る
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に

相
互
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
職
員
の

交
流

ç

職
員
の
専
門
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
及

び
支
援

è

新
た
な
税
関
手
続
並
び
に
取
締
り
の
た
め
の
新
た

な
装
置
及
び
技
術
の
研
究
、
開
発
及
び
試
験
の
分
野

に
お
け
る
情
報
及
び
経
験
の
交
換

２

両
税
関
当
局
は
、
知
的
財
産
権
の
侵
害
及
び
知
的
財

産
権
を
侵
害
す
る
物
品
の
両
税
関
当
局
の
関
税
領
域
間

の
移
動
を
発
見
し
、
及
び
防
止
す
る
た
め
、
必
要
な
協

力
を
相
互
に
行
う
。

第
十
三
条

費
用

１

両
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
を
実
施
す
る
に
当

た
っ
て
必
要
と
な
る
費
用
の
支
払
を
請
求
し
な
い
。

２

要
請
を
実
施
す
る
た
め
に
高
額
な
経
費
又
は
特
別
の

性
質
の
費
用
を
現
に
必
要
と
し
、
又
は
将
来
必
要
と
す

る
場
合
に
は
、
両
税
関
当
局
は
、
要
請
を
実
施
す
る
条

件
を
決
定
す
る
た
め
に
協
議
す
る
。

第
十
四
条

協
定
の
実
施

１

両
税
関
当
局
は
、
必
要
に
応
じ
、
か
つ
、
そ
の
権
限

の
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ
の
協
定
の
実
施
に
関
連
し
て

生
ず
る
い
か
な
る
事
項
に
つ
い
て
も
、
相
互
に
協
議
す

る
。

２

両
税
関
当
局
は
、
必
要
に
応
じ
、
こ
の
協
定
の
実
施

を
促
進
す
る
た
め
、
こ
の
協
定
の
範
囲
内
で
、
詳
細
な

取
決
め
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
実
施
に
関
す
る
い
か
な
る
困

難
又
は
紛
争
も
、
両
締
約
国
政
府
間
の
相
互
の
協
議
に

よ
っ
て
解
決
す
る
。

第
十
五
条

見
出
し

こ
の
協
定
中
の
条
の
見
出
し
は
、
引
用
上
の
便
宜
の
た

め
に
の
み
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の
解
釈

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
十
六
条

効
力
の
発
生

こ
の
協
定
は
、
署
名
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

第
十
七
条

改
正

両
締
約
国
政
府
は
、
い
つ
で
も
、
こ
の
協
定
を
外
交
上

の
経
路
を
通
ず
る
書
面
に
よ
る
相
互
の
合
意
に
よ
っ
て
改

正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
正
は
、
両
締
約
国
政
府
が
別

段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
前
条
に
定
め
る
条

件
と
同
様
の
条
件
に
従
っ
て
効
力
を
生
ず
る
。

第
十
八
条

有
効
期
間
及
び
終
了

１

こ
の
協
定
は
、
無
期
限
に
効
力
を
有
す
る
。た
だ
し
、

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
政
府
も
、
外
交
上
の
経
路
を

通
じ
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
て
書
面
に
よ
る
通
告

を
事
前
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
協
定
を
終
了
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

終
了
は
、
１
に
規
定
す
る
通
告
を
受
領
し
た
日
の
後

三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

３

終
了
の
通
知
の
時
に
現
に
行
わ
れ
て
い
る
支
援
は
、

終
了
の
日
ま
で
に
こ
の
協
定
に
従
っ
て
完
了
さ
れ
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正

当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
十
二
年
七
月
二
日
に
プ
レ
ト
リ
ア
で
、
ひ
と
し
く

正
文
で
あ
る
日
本
語
及
び
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成

し
た
。

日
本
国
政
府
の
た
め
に

吉
澤
裕

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
政
府
の
た
め
に

プ
ラ
ー
ヴ
ィ
ン
・
ジ
ャ
ム
ナ
ダ
ス
・
ゴ
ー
ダ
ン

〇
国
税
庁
告
示
第
二
十
八
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
）
第
十
三
条
第
三

項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
税
庁
の
保
有
す
る
行
政

文
書
の
開
示
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
事
務
所
に
お
い
て

現
金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定
め
る
件
（
平
成

十
三
年
国
税
庁
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

国
税
庁
長
官

川
北

力

札
幌
南
税
務
署
の
項
中
「
豊
平
区
月
寒
東
一
条
五
丁
目

三
番
四
号
」
を
「
中
央
区
南
七
条
西
一
丁
目
二
十
一
番
地

一
」
に
改
め
る
。

〇
国
税
庁
告
示
第
二
十
九
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八
号
）
第
十

八
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
税
庁
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
事

務
所
に
お
い
て
現
金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定

め
る
件
（
平
成
十
七
年
国
税
庁
告
示
第
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

国
税
庁
長
官

川
北

力

札
幌
南
税
務
署
の
項
中
「
豊
平
区
月
寒
東
一
条
五
丁
目

三
番
四
号
」
を
「
中
央
区
南
七
条
西
一
丁
目
二
十
一
番
地

一
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
十
一
号

港
湾
労
働
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二

十
八
条
第
三
項
の
港
湾
労
働
者
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
財
団
法
人
港
湾
労
働
安
定
協
会
か
ら
、
平
成
二
十
四
年

四
月
一
日
を
も
っ
て
そ
の
名
称
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
元
年
労
働
省
告
示
第
三
号
（
港
湾
労
働
法
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
法
第
十
四
条
に
規
定
す

る
業
務
を
行
う
法
人
を
指
定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
^

名
称

財

団
法
人

港
湾
労
働
安
定
協
会
」
を
「
^

名
称

一
般

財
団
法
人
港
湾
労
働
安
定
協
会
」
に
改
め
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
佐
賀
市
富
士
町
大
字

大
串
字
二
本
松
七
六
八
の
三
二
、
七
六
八
の
三
四
、
七

八
〇
、
七
八
二
、
七
八
三
、
七
八
四
の
一
、
八
〇
七
の

一
一
、
九
五
九
の
一
、
九
五
九
の
三
、
字
三
本
松
五
八

〇
、
七
二
一
、
七
二
二
の
一
、
七
二
二
の
二
、七
二
四
、

七
二
五
、
七
二
七
、
七
二
八

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
佐

賀
県
庁
及
び
佐
賀
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
佐
賀
市
富
士
町
大
字

栗
並
字
大
道
三
〇
八
、
字
山
神
七
一
七
の
八
（
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
七
三
〇
、
七
三
一
、
七
三
四

の
二
、
七
三
四
の
四
か
ら
七
三
四
の
七
ま
で

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養
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